
13 122015 年４月号 広報にっこう

展　覧　会　名 開　催　期　間
１ 所蔵作品撰 2015　小杉放菴展 ４月11日（土）～６月14日（日）

２ 竹
たけうちせいほう

内栖鳳展 ７月18日（土）～８月30日（日）

３ 日光東照宮400年式年大祭記念
社寺を描いた絵画展

９月19日（土）
～ 11月３日（火・祝）

４ 時空を超えてつむぐ―多
た わ

和英
えい こ

子 vs
放菴・達

たつきち

吉・鉄
てつごろう

五郎 展
11月７日（土）

～ 12月23日（水・祝）

５

コレクション・アラカルト2016　
前期

平成28年１月１日（金・祝）
～２月14日（日）

コレクション・アラカルト2016　
後期

平成28年２月20日（土）
～４月３日（日）

　
　
　
　
　
　

平成 27年度　展覧会のご案内

 

明
治
の
神
仏
分
離
令

　

山
内
の
建
造
物
は
、
江
戸
時
代
に
家

康（
日
光
東
照
宮
）、
家
光（
大
猷
院
霊

廟
）の
徳
川
将
軍
の
墓
所
と
し
て
手
厚

い
保
護
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

明
治
時
代
に
入
り
、
徳
川
将
軍
家
が
政

治
か
ら
離
れ
る
と
、
日
光
の
建
造
物
は

十
分
な
修
理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
明
治
４（
１
８
７
１
）年
に

明
治
政
府
の
発
し
た｢

神
仏
分
離
令｣

に
よ
り
神
道
と
仏
教
が
分
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
一
体
で
あ
っ
た

日
光
山
は
現
在
の｢

二
社
一
寺｣

に
分

け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
急
速
な
近
代
化

が
進
む
こ
の
時
期
、
国
内
で
は
古
い
文

化
財
を
軽
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
光

の
建
造
物
は
危
機
を
迎
え
ま
す
。

　

絵
は
江
戸
時
代
の
輪
王
寺
三
仏
堂
と

二
荒
山
神
社
拝
殿
を
描
い
た
も
の
で

す
。
向
か
っ
て
左
の
建
物
は
二
荒
山
神

社
拝
殿
で
、
現
在
と
同
じ
場
所
に
あ
り

堂
）を
は
じ
め
と
し
た
最
低
限
の
建
物

の
移
築
で
済
み
、
神
仏
習
合
の
姿
を
と

ど
め
た
こ
と
に
よ
り
、
後
の
世
界
遺
産

登
録
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

保ほ
こ
う
か
い

晃
会
の
創
設

　

明
治
12（
１
８
７
９
）年
に
日
光
の
社

寺
を
守
る
た
め
に
「
保
晃
会
」
が
日
光

町
民
や
旧
幕
府
の
関
係
者
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
、修
理
な
ど
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

明
治
30（
１
８
９
７
）年
に
国
に
よ
る

文
化
財
保
護
の
法
令
が
整
備
さ
れ
る
と

日
光
に
は
「
日
光
社
寺
修
繕
事
務
所
」

が
、
国
お
よ
び
二
荒
山
神
社
、
東
照
宮
、

輪
王
寺
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
社
寺
の

修
理
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
体
制
は
現
在
の
「
公
益
財
団
法

人
日
光
社
寺
文
化
財
保
存
会
」
に
引
き

連載

教
育
委
員
会
事
務
局　

文
化
財
課

　
　
　
　
　
　
　
　

日
光
市
中
央
町
１５
‐
４　

☎         （
３０
）１
８
６
１

のどかだな！

〒 321‐1431 日光市山内 2388‐3　TEL：50‐1200
ホームページ　http://www.khmoan.jp/

市民割引券市民割引券
（１枚につき、５名様まで有効）（１枚につき、５名様まで有効）
開館時間：午前９時30分～午後５時開館時間：午前９時30分～午後５時
休館日：毎週月曜日（祝日などの場合は翌日）休館日：毎週月曜日（祝日などの場合は翌日）

切り取ってご利用ください

✂✂

✂✂

✂✂✂✂

継
が
れ
、
国
と
二
社
一
寺
に
よ
る
修
理

事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
説

明
し
た
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
と
二
社
一
寺
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た「
日
光
の
社
寺
」

は
、
そ
の
美
し
い
姿
を
未
来
に
伝
え
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
連
載
世
界
遺
産
日
光
の
社
寺
」
は
、

今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま
す
。　

「日光山志」より「日光山志」より

竹内栖鳳作「小春」1927年
海の見える杜美術館所蔵

開館時間：午前９時30分～午後５時（入館は午後４時30分まで）
休   館   日：月曜日（祝日・振替休日の場合は開館し、翌日を休館）
　　　　　○館内メンテナス休館６月15日～７月17日、８月31日
　　　　　　～９月18日
　　　　　○年末休館12月24日～ 31日、年始休館１月４日～６日
入　館　料：一般720（300）円、大学生510（200）円、高校生以下は無料
　　　 　※（　）内は市民割引券を利用した際の料金です。

ま
す
。
日
光

山
の
神
仏
分

離
は
、
隣
り

合
う
輪
王
寺

本
堂（
三
仏

最終回最終回

今
月
の
日
光
ブ
ラ
ン
ド
は

「
日
光
二
荒
山
神
社
弥
生
祭
付つ

け
ま
つ
り

祭
・

若わ
か
い
し衆
制
度
」

　

弥
生
祭
は
毎
年
４
月
13
日
〜
17
日
に
行

わ
れ
る
日
光
二
荒
山
神
社
の
例
祭
で
、

１
２
０
０
有
余
年
の
歴
史
が
あ
り
、
付
祭

も
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
あ
る
祭
り
で

す
。
古
く
は
3
月（
弥
生
）に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
弥
生
祭
と
呼
ば
れ
ま
す
。
古

い
し
き
た
り
や
格
式
通
り
に
万
事
を
進

め
、
ひ
と
つ
間
違
う
と｢

ご
た（
ト
ラ
ブ

ル
）｣

と
な
る
た
め
、｢

ご
た
祭
り｣

と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
４
月
17
日
に
、
氏
子
で
あ
る
東
西

11
カ
町
か
ら
彫
刻
が
施
さ
れ
た
本
家や
た
い体
や

ピ
ン
ク
色
の
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
の
造
花
で
飾

ら
れ
た
花
家
体
が
街
中
を
練
り
歩
き
、
御

本
社
へ
繰
り
込
み
ま
す
。
そ
の
他
、
名
刺

交
換
や
神
明
廻ま
わ

り（
お
囃は
や
し子
奉
納
）、
拝
殿

前
手て
う
ち打
式
、
御
本
社
か
ら
の
家
体
繰
り
出

し
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

家
体
の
お
囃
子
は
「
日
光
囃
子
」
と
い

う
日
光
な
ら
で
は
の
笛
や
太
鼓
の
調
子
に

よ
る
も
の
で
、
東
町
は
常と
き
わ
づ

盤
津
、
西
町
は

清き
よ
も
と元
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
祭
り
を
支
え
て
い
る
の
が
若
衆
制

度
で
す
。
若
衆
組
織
は
古
く
江
戸
時
代
に

さ
か
の
ぼ
り
、
現
在
ま
で
脈
々
と
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
組
織
階
級
は
、
若わ
か
も
の者
・

行ぎ
ょ
う
じ事
・
小こ
ぐ
ち口（
古
口
）・
頭と
う
や
く役(

若
衆
の
最

高
幹
部)

が
あ
り
、
後
に
中
老
・
大
老
と

な
り
ま
す
。
厳
格
な
規
律
を
重
ん
じ
て
付

祭
が
執
行
さ
れ
て
お
り
、
家
体
繰
り
上
げ

や
名
刺
交
換
に
際
し
、
裃
か
み
し
も

姿
の
若
者
が

使
者
と
し
て
他
町
へ
出
向
き
ま
す
。
そ
こ

で
発
す
る
「
●
●
町
か
ら
参
り
ま
し
た
。

当
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
町

内
ご
一
同
様
に
よ
ろ
し
く
」
な
ど
の
口
上

か
ら
は
、
一
言
た
り
と
も
誤
り
な
く
伝
え

よ
う
と
す
る
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
は

「
日
光
弥
生
祭

付
祭
家
体
献
備

行
事
」（
日
光

弥
生
祭
付
祭
保

存
会
）と
し
て
、

県
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
も
平
成
26
年
度
か
ら
平

成
27
年
度
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
と
合
同
で
開
催
し
て
い

る
「
高
齢
化
集
落
支
援
者
連
絡
会
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
連
絡
会
に
は
、
市
内
で
活
躍
す

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
全
員
参
加

し
、
2
カ
月
に
1
度
の
ペ
ー
ス
で
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

連
絡
会
の
会
場
は
、
市
内
の
協
力
隊

が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て
い
る
足
尾

地
域
、
栗
山
地
域
、
三
依
地
区
と
そ
の

都
度
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
会
で
は
、
個
々
の
地
域
の
雰
囲

気
を
見
て
回
り
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
や
市
職
員
と
一
緒
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
協
力
隊
員
の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告

や
相
談
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
最
後
の
連
絡
会
は
、
３

月
４
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
新
潟
県

の
敬
和
学
園
大
学
人
文
学
部
の
川か
わ
も
と本

健け
ん
た
ろ
う

太
郎
専
任
講
師
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

迎
え
、
各
協
力
隊
員
の
平
成
26
年
度
活

動
の
報
告
に
対
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
評
価
の
指
標
が
難
し
い
と
さ

れ
る
、
協
力
隊
員
の
活
動
に
対
し
て
の

評
価
を
行
う
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
も

学
び
ま
し
た
。　

　

そ
の
他
、
第
三
者
が
行
う
客
観
的
な

評
価
で
は
な
く
、
活
動
に
関
わ
っ
て
い

る
方
や
地
域
住
民
が
参
加
し
て
行
う

「
参
加
型
評
価
」
の
手
法
な
ど
に
つ
い

て
も
講
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
連
絡
会
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。
協
力
隊
員
同
士
や
関

係
者
と
の
情
報
の
共
有
化
や
、
地
域
内

だ
け
で
は
な
く
広
範
囲
に
お
け
る
人
と

人
と
の
つ
な

が
り
を
持
つ

き
っ
か
け
づ

く
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度

も
継
続
し
て

行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

く
わ
し
く
は

総
合
政
策
課　

日
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室 

☎（
21
）５
１
３
１

日光市の春を告げる祭り

花家体が繰り込む様子花家体が繰り込む様子

高齢化集落支援者連絡会の様子高齢化集落支援者連絡会の様子

く
わ
し
く
は

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係 

☎（
21
）５
１
４
７


